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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素をマトリックス状に配置して形成された表示部に対して、水平駆動回路及び垂直駆
動回路により前記表示部の信号線及び走査線に信号線用駆動信号及び書込み信号を出力す
ることにより、前記表示部で所望の画像を表示する表示装置において、
　前記画素は、
　発光素子と、
　信号レベル保持用コンデンサと、
　前記書込み信号によりオン動作して、前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を
前記信号線の信号レベルに設定する書込み用のトランジスタと、
　前記信号レベル保持用コンデンサの両端にゲート及びソースを接続し、前記信号レベル
保持用コンデンサの端子間電圧に応じて前記発光素子を駆動して発光させる駆動用のトラ
ンジスタとを有し、
　前記水平駆動回路及び垂直駆動回路は、
　前記発光素子の発光を停止させる非発光期間において、前記信号線用駆動信号の信号レ
ベルを、前記発光素子の黒階調に対応する電圧より低い固定電圧、前記発光素子の階調が
増大するに従って電圧が降下する可変基準電圧、前記発光素子を発光させる階調に対応し
て、前記発光素子を発光させる階調が増大するに従って電圧が増加する階調電圧に順次設
定し、
　前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記固定電圧に設定している期間の間、前記書込
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み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作させて前記信号レベル保持用コンデ
ンサの一端の電圧を前記固定電圧に設定すると共に、前記駆動用のトランジスタにより前
記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電して前記信号レベル保持用コンデンサの端子
間電圧を前記駆動用のトランジスタのしきい値電圧に設定し、
　前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記可変基準電圧、前記階調電圧に設定している
期間の間、前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作させ、前記信号
レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記可変基準電圧に設定すると共に、前記信号レ
ベル保持用コンデンサの他端の電圧を前記可変基準電圧に対応する電圧に設定した後、前
記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記階調電圧に設定すると共に、前記駆動
用のトランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電して前記書込み用
のトランジスタをオフ動作させることにより、前記駆動用のトランジスタの移動度のばら
つきを補正して、前記信号レベル保持用コンデンサに前記階調電圧をホールドし、
　前記発光素子で黒階調を表示する場合には、前記階調電圧より高電圧であって、前記発
光素子の階調が増大するに従って前記高電圧から電圧が降下するように、前記可変基準電
圧を生成する
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記発光素子で黒階調を表示する場合の前記可変基準電圧が、前記階調電圧より高い電
圧である
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記発光素子で白階調を表示する場合の前記可変基準電圧が、前記固定電圧と等しい電
圧である
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　画素をマトリックス状に配置して形成された表示部に対して、前記表示部の信号線及び
走査線に信号線用駆動信号及び書込み信号を出力することにより、前記表示部で所望の画
像を表示する表示装置の駆動方法において、
　前記画素は、
　発光素子と、
　信号レベル保持用コンデンサと、
　前記書込み信号によりオン動作して、前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を
前記信号線の信号レベルに設定する書込み用のトランジスタと、
　前記信号レベル保持用コンデンサの両端にゲート及びソースを接続し、前記信号レベル
保持用コンデンサの端子間電圧に応じて前記発光素子を駆動して発光させる駆動用のトラ
ンジスタとを有し、
　前記駆動方法は、
　前記発光素子の発光を停止させる非発光期間において、前記信号線用駆動信号の信号レ
ベルを、前記発光素子の黒階調に対応する電圧より低い固定電圧、前記発光素子の階調が
増大するに従って電圧が降下する可変基準電圧、前記発光素子を発光させる階調に対応し
て、前記発光素子を発光させる階調が増大するに従って電圧が増加する階調電圧に順次設
定し、
　前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記固定電圧に設定している期間の間、前記書込
み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作させて前記信号レベル保持用コンデ
ンサの一端の電圧を前記固定電圧に設定すると共に、前記駆動用のトランジスタにより前
記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電して前記信号レベル保持用コンデンサの端子
間電圧を前記駆動用のトランジスタのしきい値電圧に設定し、
　前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記可変基準電圧、前記階調電圧に設定している
期間の間、前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作させ、前記信号
レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記可変基準電圧に設定すると共に、前記信号レ
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ベル保持用コンデンサの他端の電圧を前記可変基準電圧に対応する電圧に設定した後、前
記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記階調電圧に設定すると共に、前記駆動
用のトランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電して前記書込み用
のトランジスタをオフ動作させることにより、前記駆動用のトランジスタの移動度のばら
つきを補正して、前記信号レベル保持用コンデンサに前記階調電圧をホールドし、
　前記発光素子で黒階調を表示する場合には、前記階調電圧より高電圧であって、前記発
光素子の階調が増大するに従って前記高電圧から電圧が降下するように、前記可変基準電
圧を生成する
　ことを特徴とする表示装置の駆動方法。
                                                                                
  
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及び表示装置の駆動方法に関し、例えば有機ＥＬ（Electro Lumine
scence）素子によるアクティブマトリックス型の表示装置に適用することができる。本発
明は、事前に、表示に供する階調が増大するに従って電圧が降下する可変基準電圧により
信号レベル保持用コンデンサの他端の電圧を設定した後、表示に供する階調に対応して階
調が増大するに従って電圧が増加する階調電圧を信号レベル保持用コンデンサの一端に設
定することにより、信号線をダイナミックレンジの小さな駆動信号で駆動して、高い輝度
を確保することができるようにする。
【背景技術】
【０００２】
　従来、有機ＥＬ素子を用いた表示装置に関して、例えばＵＳＰ５，６８４，３６５、特
開平８－２３４６８３号公報等に種々の工夫が提案されている。
【０００３】
　ここで図５は、従来の有機ＥＬ素子を用いたいわゆるアクティブマトリックス型の表示
装置を示すブロック図である。この表示装置１において、表示部２は、マトリックス状に
画素（ＰＸ）３が配置されて形成される。また表示部２は、このマトリックス状に配置し
た画素３に対して、走査線ＳＣＮがライン単位で水平方向に設けられ、走査線ＳＣＮと直
交するように信号線ＳＩＧが列毎に設けられる。
【０００４】
　ここで図６に示すように、各画素３は、電流駆動型の自発光素子である有機ＥＬ素子８
と、この有機ＥＬ素子８を駆動する各画素３の駆動回路（以下、画素回路と呼ぶ）とで形
成される。
【０００５】
　画素３は、信号レベル保持用コンデンサＣ１の一端が一定電位に保持され、書き込み信
号ＷＳによりオンオフ動作するトランジスタＴＲ１を介して、この信号レベル保持用コン
デンサＣ１の他端が信号線ＳＩＧに接続される。これにより画素３は、書き込み信号ＷＳ
の立ち上がりによってトランジスタＴＲ１がオン動作し、信号レベル保持用コンデンサＣ
１の他端電位が信号線ＳＩＧの信号レベルに設定され、トランジスタＴＲ１がオン状態か
らオフ状態に切り換わるタイミングで、信号線ＳＩＧの信号レベルが信号レベル保持用コ
ンデンサＣ１の他端にホールドされる。
【０００６】
　画素３は、ソースを電源Ｖｃｃに接続したＰチャンネル型トランジスタＴＲ２のゲート
に、この信号レベル保持用コンデンサＣ１の他端が接続され、このトランジスタＴＲ２の
ドレインが有機ＥＬ素子８のアノードに接続される。ここで画素３は、このトランジスタ
ＴＲ２が常に飽和領域で動作するように設定され、その結果、トランジスタＴＲ２は、次
式で表されるドレインソース電流Ｉｄｓによる定電流回路を構成する。なおここでＶｇｓ
は、トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧であり、μは移動度である。またＷはチャ
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ンネル幅、Ｌはチャンネル長、Ｃｏｘは単位面積当りのゲート絶縁膜の容量、Ｖｔｈはト
ランジスタＴＲ２のしきい値電圧である。これにより各画素３は、信号レベル保持用コン
デンサＣ１にホールドされた信号線ＳＩＧの信号レベルに応じた駆動電流Ｉｄｓにより有
機ＥＬ素子８を駆動する。
【０００７】
【数１】

【０００８】
　表示装置１は、垂直駆動回路４のライトスキャン回路（ＷＳＣＮ）４Ａにより、所定の
サンプリングパルスを順次転送して、各画素３への書き込みを指示するタイミング信号で
ある書き込み信号ＷＳを生成する。また水平駆動回路５の水平セレクタ（ＨＳＥＬ）５Ａ
により、所定のサンプリングパルスを順次転送してタイミング信号を生成し、このタイミ
ング信号を基準にして各信号線ＳＩＧを入力信号Ｓ１の信号レベルに設定する。これによ
り表示装置１は、点順次又は線順次で、表示部２に設けられた信号レベル保持用コンデン
サＣ１の端子電圧を入力信号Ｓ１に応じて設定し、入力信号Ｓ１による画像を表示する。
【０００９】
　ここで有機ＥＬ素子８は、図７に示すように、使用により電流が流れ難くなる方向に電
流電圧特性が経時変化する。なおこの図７において、符号Ｌ１が初期の特性を示し、符号
Ｌ２が経時変化による特性を示すものである。しかしながら図６に示す回路構成によりＰ
チャンネル型トランジスタＴＲ２で有機ＥＬ素子８を駆動する場合には、信号線ＳＩＧの
信号レベルに応じて設定されたゲートソース間電圧ＶｇｓによりトランジスタＴＲ２が有
機ＥＬ素子８を駆動することにより、電流電圧特性の経時変化による各画素の輝度変化を
防止することができる。
【００１０】
　ところで画素回路、水平駆動回路、垂直駆動回路を構成するトランジスタの全てをＮチ
ャンネル型トランジスタで構成すれば、アモルファスシリコンプロセスでこれらの回路を
まとめてガラス基板等の絶縁基板上に作成することができ、表示装置を簡易に作成するこ
とができる。
【００１１】
　しかしながら図６との対比により図８に示すように、トランジスタＴＲ２にＮチャンネ
ル型を適用して各画素１３を形成し、この画素１３による表示部１２で表示装置１１を構
成した場合、トランジスタＴＲ２のソースが有機ＥＬ素子８に接続されることにより、図
７に示す電流電圧特性の変化によって、トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧Ｖｇｓ
が変化することになる。これによりこの場合、使用により有機ＥＬ素子８に流れる電流が
徐々に減少し、有機ＥＬ素子８の発光輝度が徐々に低下することになる。またこの図８に
示す構成では、トランジスタＴＲ２の特性のばらつきにより画素毎に発光輝度がばらつく
ことになる。なおこの発光輝度のばらつきは、表示画面における均一性を乱し、表示画面
のムラ、ざらつきにより知覚される。
【００１２】
　このためこのような有機ＥＬ素子の経時変化による発光輝度の低下、特性のばらつきに
よる発光輝度のばらつきを防止する工夫として、例えば図９に示すように各画素を構成す
ることが考えられる。
【００１３】
　ここでこの図９に示す表示装置２１において、表示部２２は、画素２３をマトリックス
状に配置して形成される。画素２３は、信号レベル保持用コンデンサＣ１の一端が有機Ｅ
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Ｌ素子８のアノードに接続され、書き込み信号ＷＳに応じてオンオフ動作するトランジス
タＴＲ１を介して、この信号レベル保持用コンデンサＣ１の他端が信号線ＳＩＧに接続さ
れる。これにより画素２３は、書き込み信号ＷＳに応じて信号レベル保持用コンデンサＣ
１の他端の電圧が、信号線ＳＩＧの信号レベルに設定される。
【００１４】
　画素２３は、この信号レベル保持用コンデンサＣ１の両端がトランジスタＴＲ２のソー
ス及びゲートに接続され、このトランジスタＴＲ２のドレインが電源供給用の走査線ＳＣ
Ｎに接続される。これにより画素２３は、ゲート電圧が信号線ＳＩＧの信号レベルに設定
されたソースフォロワ回路構成のトランジスタＴＲ２により有機ＥＬ素子８を駆動する。
なおここでＶｃａｔは、有機ＥＬ素子８のカソード電位である。
【００１５】
　表示装置２１は、垂直駆動回路２４のライトスキャン回路（ＷＳＣＮ）２４Ａ、ドライ
ブスキャン回路（ＤＳＣＮ）２４Ｂにより走査線ＳＣＮに書込み信号ＷＳ、電源用の駆動
信号ＤＳを出力し、また水平駆動回路２５の水平セレクタ（ＨＳＥＬ）２５Ａにより信号
線ＳＩＧに駆動信号Ｓｓｉｇを出力し、これにより画素２３の動作を制御する。
【００１６】
　ここで図１０は、この画素２３の動作を示すタイムチャートである。画素２３は、有機
ＥＬ素子８を発光させる期間である発光期間の間、図１１に示すように、書込み信号ＷＳ
によりトランジスタＴＲ１がオフ状態に設定されて、駆動信号ＤＳによりトランジスタＴ
Ｒ２に電源電圧Ｖｃｃが供給される（図１０（Ａ）及び（Ｂ））。これにより画素２３は
、トランジスタＴＲ２のゲート電圧Ｖｇ及びソース電圧Ｖｓ（図１０（Ｄ）及び（Ｅ））
が信号レベル保持用コンデンサＣ１の両端の電圧に保持され、このゲート電圧Ｖｇ及びソ
ース電圧Ｖｓによる駆動電流Ｉｄｓで有機ＥＬ素子８を駆動する。なおこの駆動電流Ｉｄ
ｓは（１）式で表される。
【００１７】
　画素２３は、発光期間が終了すると、図１２に示すように、駆動信号ＤＳによりトラン
ジスタＴＲ２のドレイン電圧が所定電圧Ｖｓｓに立ち下げられる。ここでこの電圧Ｖｓｓ
は、有機ＥＬ素子８のしきい値電圧Ｖｔｈｅｌに有機ＥＬ素子８のカソード電圧Ｖｃａｔ
を加算した電圧より低い電圧に設定される。これにより画素２３は、駆動用のトランジス
タＴＲ２の駆動信号ＤＳ側がソースとして機能し、有機ＥＬ素子８のアノード電圧（図１
０では電圧Ｖｓである）が立ち下がり、有機ＥＬ素子８が発光を停止する。
【００１８】
　このとき画素２３では、図１２において矢印により示すように、信号レベル保持用コン
デンサＣ１の有機ＥＬ素子８側から蓄積電荷が放電し、これにより有機ＥＬ素子８のアノ
ード電圧が立ち下がって電圧Ｖｓｓに設定される。
【００１９】
　続いて画素２３は、図１３に示すように、駆動信号Ｓｓｉｇにより信号線ＳＩＧが所定
電圧Ｖｏｆｓに立ち下げられ、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１がオン状態に切
り換わる（図１０（Ａ）及び（Ｃ））。これにより画素２３は、トランジスタＴＲ２のゲ
ート電圧Ｖｇがこの信号線ＳＩＧの電圧Ｖｏｆｓに設定され、トランジスタＴＲ２のゲー
トソース間電圧Ｖｇｓが、Ｖｏｆｓ－Ｖｓｓに設定される。ここでトランジスタＴＲ２の
しきい値電圧をＶｔｈとすると、電圧Ｖｏｆｓは、このトランジスタＴＲ２のゲートソー
ス間電圧Ｖｇｓ（Ｖｏｆｓ－Ｖｓｓ）がトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈより大
きくなるように設定される。
【００２０】
　続いて画素２３は、図１０において符号Ｔｔｈ１で示す期間の間、トランジスタＴＲ１
をオン状態に保持したままの状態で、図１４に示すように、駆動信号ＤＳによりトランジ
スタＴＲ２のドレイン電圧が電源電圧Ｖｃｃに立ち上げられる。これにより画素２３は、
信号レベル保持用コンデンサＣ１の端子間電圧がトランジスタＴＲ２のしきい値電圧より
大きい場合、図１４において矢印により示すように、トランジスタＴＲ２を介して電源Ｖ
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ｃｃにより信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子８側端に充電電流が流れ、こ
の有機ＥＬ素子８側端の電圧Ｖｓが徐々に上昇する。ここで有機ＥＬ素子８は、ダイオー
ドと容量Ｃｅｌとの並列回路で等価回路が表される。ここで図１４に示す状態では、トラ
ンジスタＴＲ２を介して電源Ｖｃｃにより有機ＥＬ素子８にも電流が流入するが、トラン
ジスタＴＲ２のソース電圧の上昇により有機ＥＬ素子８の端子間電圧が有機ＥＬ素子８の
しきい値電圧を越えない限り、有機ＥＬ素子８のリーク電流がトランジスタＴＲ２の電流
よりかなり小さいことから、有機ＥＬ素子８に流入した電流は、信号レベル保持用コンデ
ンサＣ１及び有機ＥＬ素子８の容量Ｃｅｌの充電に使用される。従って画素２３は、有機
ＥＬ素子８が発光することなく、単にトランジスタＴＲ２のソース電圧のみが上昇するこ
とになる。
【００２１】
　画素２３は、続いて書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１がオフ状態に切り換えら
れ、信号線ＳＩＧの信号レベルが隣々接ラインの対応する画素の階調を示す信号レベルＶ
ｓｉｇに設定される。これにより画素２３は、継続してトランジスタＴＲ２を介した電源
Ｖｃｃからの充電電流が信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子８側端に流入し
、トランジスタＴＲ２のソース電圧Ｖｓが上昇を続ける。またこの場合は、このソース電
圧Ｖｓの電圧上昇に追従してトランジスタＴＲ２のゲート電圧Ｖｇが上昇することになる
。なおこの間における信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇは、隣々接ラインの対応する画
素の階調設定に使用される。
【００２２】
　画素２３は、一定時間の経過後、再び信号線ＳＩＧの信号レベルが電圧Ｖｏｆｓに切り
換えられ、これにより図１０において符号Ｔｔｈ２で示す期間の間、信号レベル保持用コ
ンデンサＣ１の信号線ＳＩＧ側電位を電圧Ｖｏｆｓに保持した状態で、信号レベル保持用
コンデンサＣ１の端子間電圧がトランジスタＴＲ２のしきい値電圧より大きい場合、トラ
ンジスタＴＲ２を介して電源Ｖｃｃにより信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素
子８側端に充電電流が流れ、トランジスタＴＲ２のソース電圧Ｖｓが徐々に上昇する。こ
れにより図１５に示すように、トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧Ｖｇｓがトラン
ジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈに近づくように、徐々にトランジスタＴＲ２のソース
電圧Ｖｓが上昇し、トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧ＶｇｓがトランジスタＴＲ
２のしきい値電圧Ｖｔｈになると、トランジスタＴＲ２を介した充電電流の流入が停止す
る。
【００２３】
　画素２３は、このトランジスタＴＲ２を介した信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機
ＥＬ素子８側端への充電電流の流入処理が、トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧Ｖ
ｇｓがトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈとなるに十分な回数だけ繰り返され（図
１０の例では、符号Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２、Ｔｔｈ３で示す３回である）、これにより図１
６に示すようにトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈが信号レベル保持用コンデンサ
Ｃ１にセットされる。なお画素２３は、トランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈが信号
レベル保持用コンデンサＣ１に設定された状態で、Ｖｅｌ＝Ｖｏｆｓ－Ｖｔｈ≦Ｖｃａｔ
＋Ｖｔｈｅｌとなるように、電圧Ｖｏｆｓ、Ｖｃａｔが設定されており、これにより有機
ＥＬ素子８が発光しないように設定される。ここでＶｔｈｅｌは、有機ＥＬ素子８のしき
い値電圧であり、Ｖｅｌは、有機ＥＬ素子８のトランジスタＴＲ２側端の電圧である。
【００２４】
　画素２３は、その後、信号レベル保持用コンデンサＣ１の信号線ＳＩＧ側の電位が、有
機ＥＬ素子８の発光輝度を指示する電圧Ｖｓｉｇに設定されることにより、トランジスタ
ＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈを打ち消すようにして信号レベル保持用コンデンサＣ１に階
調を示す電圧が設定され、これによりトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈのばらつ
きによる発光輝度のばらつきが防止される。
【００２５】
　すなわち図１７に示すように、画素２３は、期間Ｔｔｈ３の経過後、信号線ＳＩＧの信
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号レベルが当該画素２３の発光輝度を示す信号レベルＶｓｉｇに設定され、続いて期間Ｔ
μで示すように、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１がオン状態に設定される。こ
れにより画素２３は、信号レベル保持用コンデンサＣ１の信号線ＳＩＧ側端が信号線ＳＩ
Ｇの信号レベルＶｓｉｇに設定され、信号レベル保持用コンデンサＣ１の端子間電圧によ
るゲートソース間電圧Ｖｇｓに応じた電流がトランジスタＴＲ２を介して電源Ｖｃｃから
有機ＥＬ素子８の信号レベル保持用コンデンサＣ１側端に流入することになり、トランジ
スタＴＲ２のソース電圧Ｖｓが徐々に上昇することになる。
【００２６】
　ここでこのトランジスタＴＲ２を介して流入する電流は、トランジスタＴＲ２の移動度
に応じて変化し、これにより図１８に示すように、トランジスタＴＲ２のソース電圧Ｖｓ
は、トランジスタＴＲ２の移動度が大きくなると上昇速度が速くなる。また有機ＥＬ素子
８を駆動するトランジスタＴＲ２の電流にあっても、移動度に応じて増大することになる
。ここでこの種のトランジスタＴＲ２は、ポリシリコンＴＦＴ等であり、しきい値電圧Ｖ
ｔｈ、移動度μのばらつきが大きい欠点がある。
【００２７】
　これにより画素２３は、符号Ｔμにより示す一定期間の間、信号レベル保持用コンデン
サＣ１の信号線ＳＩＧ側電圧を信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇに保持した状態で、ト
ランジスタＴＲ２をオン動作させて信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子８側
端に充電電流を流入させ、これによりトランジスタＴＲ２の移動度の分だけ、信号レベル
保持用コンデンサＣ１の端子間電圧を低下させ、トランジスタＴＲ２の移動度のばらつき
による発光輝度のばらつきを防止する。
【００２８】
　画素２３は、この一定期間Ｔμが経過すると、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ
１がオフ動作し、信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇが信号レベル保持用コンデンサＣ１
にホールドされ、発光期間が開始する。なおこれらのことから信号線ＳＩＧの駆動信号Ｓ
ｓｉｇは、１つの信号線に接続された各画素２３の階調を順次示す信号レベルＶｓｉｇが
固定電圧Ｖｏｆｓを間に挟んで繰り返されることになる。
【００２９】
　ところでこの種の表示装置は、高い歩留り、高い輝度が求められる。ここで歩留りにつ
いては、配線間の間隔を広くしたり、ＴＦＴに使用する面積を小さくすることにより向上
することができる。しかしながらこの方法を適用した場合、有機ＥＬ素子８を駆動するト
ランジスタＴＲ２を小型化することが必要になり、その結果、ゲート電圧の変化に対する
ドレイン電流の変化が小さくなり、高い輝度を確保することが困難になる。
【００３０】
　この問題を解決する１つの方法として、各画素の階調を示す信号レベルＶｓｉｇのダイ
ナミックレンジを大きくし、信号線をダイナミックレンジの大きな駆動信号で駆動するこ
とが考えられるが、この場合には消費電力が増大し、さらには水平駆動回路の構成が複雑
になる問題がある。
【００３１】
　またしきい値電圧補正用の固定電圧Ｖｏｆｓを単に低くして、見掛け上、トランジスタ
ＴＲ２のゲート電圧のダイナミックレンジを大きくして発光輝度を高くすることも考えら
れるが、この場合には、黒を十分に沈めることが困難になり、コントラストが劣化する問
題がある。
【特許文献１】ＵＳＰ５，６８４，３６５号
【特許文献２】特開平８－２３４６８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３２】
  本発明は以上の点を考慮してなされたもので、信号線をダイナミックレンジの小さな駆
動信号で駆動して、高い輝度を確保することができる表示装置及び表示装置の駆動方法を
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提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００３３】
　上記の課題を解決するため請求項１の発明は、画素をマトリックス状に配置して形成さ
れた表示部に対して、水平駆動回路及び垂直駆動回路により前記表示部の信号線及び走査
線に信号線用駆動信号及び書込み信号を出力することにより、前記表示部で所望の画像を
表示する表示装置に適用して、前記画素は、発光素子と、信号レベル保持用コンデンサと
、前記書込み信号によりオン動作して、前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を
前記信号線の信号レベルに設定する書込み用のトランジスタと、前記信号レベル保持用コ
ンデンサの両端にゲート及びソースを接続し、前記信号レベル保持用コンデンサの端子間
電圧に応じて前記発光素子を駆動して発光させる駆動用のトランジスタとを有し、前記水
平駆動回路及び垂直駆動回路は、前記発光素子の発光を停止させる非発光期間において、
前記信号線用駆動信号の信号レベルを、前記発光素子の黒階調に対応する電圧より低い固
定電圧、前記発光素子の階調が増大するに従って電圧が降下する可変基準電圧、前記発光
素子を発光させる階調に対応して、前記発光素子を発光させる階調が増大するに従って電
圧が増加する階調電圧に順次設定し、前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記固定電圧
に設定している期間の間、前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作
させて前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記固定電圧に設定すると共に、
前記駆動用のトランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電して前記
信号レベル保持用コンデンサの端子間電圧を前記駆動用のトランジスタのしきい値電圧に
設定し、前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記可変基準電圧、前記階調電圧に設定し
ている期間の間、前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作させ、前
記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記可変基準電圧に設定すると共に、前記
信号レベル保持用コンデンサの他端の電圧を前記可変基準電圧に対応する電圧に設定した
後、前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記階調電圧に設定すると共に、前
記駆動用のトランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電して前記書
込み用のトランジスタをオフ動作させることにより、前記駆動用のトランジスタの移動度
のばらつきを補正して、前記信号レベル保持用コンデンサに前記階調電圧をホールドし、
前記発光素子で黒階調を表示する場合には、前記階調電圧より高電圧であって、前記発光
素子の階調が増大するに従って前記高電圧から電圧が降下するように、前記可変基準電圧
を生成する。
【００３４】
　また請求項３の発明は、画素をマトリックス状に配置して形成された表示部に対して、
前記表示部の信号線及び走査線に信号線用駆動信号及び書込み信号を出力することにより
、前記表示部で所望の画像を表示する表示装置の駆動方法に適用して、前記画素は、発光
素子と、信号レベル保持用コンデンサと、前記書込み信号によりオン動作して、前記信号
レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記信号線の信号レベルに設定する書込み用のト
ランジスタと、前記信号レベル保持用コンデンサの両端にゲート及びソースを接続し、前
記信号レベル保持用コンデンサの端子間電圧に応じて前記発光素子を駆動して発光させる
駆動用のトランジスタとを有し、前記駆動方法は、前記発光素子の発光を停止させる非発
光期間において、前記信号線用駆動信号の信号レベルを、前記発光素子の黒階調に対応す
る電圧より低い固定電圧、前記発光素子の階調が増大するに従って電圧が降下する可変基
準電圧、前記発光素子を発光させる階調に対応して、前記発光素子を発光させる階調が増
大するに従って電圧が増加する階調電圧に順次設定し、前記信号線用駆動信号の信号レベ
ルを前記固定電圧に設定している期間の間、前記書込み信号により前記書込み用のトラン
ジスタをオン動作させて前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記固定電圧に
設定すると共に、前記駆動用のトランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他
端を充電して前記信号レベル保持用コンデンサの端子間電圧を前記駆動用のトランジスタ
のしきい値電圧に設定し、前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記可変基準電圧、前記
階調電圧に設定している期間の間、前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタを
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オン動作させ、前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記可変基準電圧に設定
すると共に、前記信号レベル保持用コンデンサの他端の電圧を前記可変基準電圧に対応す
る電圧に設定した後、前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記階調電圧に設
定すると共に、前記駆動用のトランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端
を充電して前記書込み用のトランジスタをオフ動作させることにより、前記駆動用のトラ
ンジスタの移動度のばらつきを補正して、前記信号レベル保持用コンデンサに前記階調電
圧をホールドし、前記発光素子で黒階調を表示する場合には、前記階調電圧より高電圧で
あって、前記発光素子の階調が増大するに従って前記高電圧から電圧が降下するように、
前記可変基準電圧を生成する。
【００３５】
　請求項１又は請求項３の構成により、黒階調に対応する電圧より低い固定電圧を用いて
信号レベル保持用コンデンサに駆動用のトランジスタのしきい値電圧を設定した後、発光
素子の階調が増大するに従って電圧が降下する可変基準電圧、発光素子を発光させる階調
に対応して階調が増大するに従って電圧が増加する階調電圧を順次設定すれば、可変基準
電圧と階調電圧との電位差を信号レベル保持用コンデンサに設定して、可変基準電圧及び
階調電圧に比して大きなダイナミックレンジにより信号レベル保持用コンデンサの端子間
電圧を設定することができ、その結果、このダイナミックレンジの大きな端子間電圧によ
り大きなコントラストを確保することができる。これにより可変基準電圧に係る小さなダ
イナミックレンジの駆動信号、階調電圧に係る小さなダイナミックレンジの駆動信号で駆
動して、高いコントラストを確保することができる。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明によれば、信号線をダイナミックレンジの小さな駆動信号で駆動して、高いコン
トラストを確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施例を詳述する。
【実施例１】
【００３８】
　（１）実施例の構成
　図１は、図９との対比により本発明の実施例１の表示装置を示すブロック図である。こ
の表示装置３１において、上述した表示装置１、１１、２１と同一の構成は対応する符号
を付して示し、重複した説明は省略する。
【００３９】
　この表示装置３１において、表示部３２は、画素２３をマトリックス状に配置して形成
され、走査線ＳＣＮがライン単位で水平方向に設けられ、走査線ＳＣＮと直交するように
信号線ＳＩＧが列毎に設けられる。この表示装置３１は、垂直駆動回路３４に設けられた
ライトスキャン回路（ＷＳＣＮ）３４Ａ、ドライブスキャン回路（ＤＳＣＮ）３４Ｂから
走査線ＳＣＮに書込み信号ＷＳ及び駆動信号ＤＳが入力され、また水平駆動回路３５の水
平セレクタ（ＨＳＥＬ）３５Ａから信号線ＳＩＧに駆動信号Ｓｓｉｇが入力される。
【００４０】
　ここで水平セレクタ３５Ａは、表示部３２の信号線ＳＩＧ毎に、駆動信号生成回路３６
Ａ、３６Ｂ、……が設けられ、各駆動信号生成回路３６Ａ、３６Ｂ、……で対応する信号
線ＳＩＧの駆動信号Ｓｓｉｇを生成する。
【００４１】
　すなわち水平セレクタ３５Ａは、所定のラッチパルスを順次駆動信号生成回路３６Ａ、
３６Ｂ、……で転送し、各駆動信号生成回路３６は、このラッチパルスによりラッチ回路
４１で画像データＤ１をラッチする。これにより水平セレクタ３５Ａは、例えばラスタ走
査順に入力される画像データＤ１を対応する信号線ＳＩＧに振り分ける。階調電圧生成回
路４２は、この水平セレクタ３５Ａに設けられた基準電圧生成回路から出力される複数の



(10) JP 4967946 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

基準電圧から、ラッチ回路１４でラッチされた画像データＤ１に対応する基準電圧を選択
出力することにより、このラッチ回路１４でラッチされた画像データＤ１をアナログディ
ジタル変換処理し、有機ＥＬ素子８を発光させる階調に対応して、階調が増大するに従っ
て電圧が増加する階調電圧Ｖｓｉｇを生成する。階調電圧生成回路４２は、図示しないバ
ッファ回路を介してこの階調電圧Ｖｓｉｇを出力する。
【００４２】
　可変基準電圧生成回路４３は、階調電圧生成回路４２と同様にして、ラッチ回路１４で
ラッチされた画像データＤ１をアナログディジタル変換処理し、可変基準電圧Ｖｏｆを生
成する。ここで可変基準電圧Ｖｏｆは、有機ＥＬ素子８の階調が増大するに従って電圧が
降下する基準電圧であり、有機ＥＬ素子８で黒階調を表示する場合には、黒階調を表示す
る際の階調電圧ＶｓｉｇＢ（図３参照）より高い電圧であり、有機ＥＬ素子８で白階調を
表示する場合には固定電圧Ｖｏｆｓと等しい電圧である。可変基準電圧生成回路４３は、
図示しないバッファ回路を介してこの可変基準電圧Ｖｏｆを出力する。
【００４３】
　電源回路４７は、黒階調に対応する階調電圧ＶｓｉｇＢより低い電圧であるの固定電位
Ｖｏｆｓを出力し、スイッチ回路４４、４５、４６は、固定電位Ｖｏｆｓ、階調電圧Ｖｓ
ｉｇ、可変基準電圧Ｖｏｆを対応する信号線ＳＩＧに選択出力する。
【００４４】
　ここで図２は、これらスイッチ回路４４、４５、４６の動作の説明に供するタイムチャ
ートである。ここで表示装置３１は、１水平走査期間を繰り返し周期に設定して、スイッ
チ回路４４、４５、４６を順次選択的にオン動作させる（図２（Ａ）～（Ｃ））。これに
より順次、固定電圧Ｖｏｆｓ、階調電圧Ｖｓｉｇ、可変基準電圧Ｖｏｆに設定して各信号
線ＳＩＧの駆動信号Ｓｓｉｇを生成する（図２（Ｄ））。なおこれにより駆動信号Ｓｓｉ
ｇは、固定電圧Ｖｏｆｓ、可変基準電圧Ｖｏｆ、階調電圧Ｖｓｉｇが順次、循環的に繰り
返されることになる。
【００４５】
　表示装置３１は、移動度のばらつきを補正する補正対象のラインを水平走査期間毎に順
次切り換えて、移動度を補正する水平走査期間の直前、２周期の水平走査期間で、図９に
ついて上述したと同様にしてトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈを補正する。すな
わち表示装置３１は、駆動信号ＤＳを所定電圧Ｖｓｓに立ち下げた後、信号レベル保持用
コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子８側端がこの所定電圧Ｖｓｓに立ち下がるに十分な時間が
経過すると、駆動信号ＤＳを電源電圧Ｖｃｃに立ち上げる。また駆動信号ＤＳが一旦、所
定電圧Ｖｓｓに立ち下げられた後、電源電圧Ｖｃｃに立ち上げた状態で、駆動信号Ｓｓｉ
ｇが固定電圧Ｖｏｆｓに設定されている期間の間、書込み信号ＷＳを選択的に立ち上げて
トランジスタＴＲ１がオン状態に設定し、これによりこの２周期の水平走査期間で、トラ
ンジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈを信号レベル保持用コンデンサＣ１に設定する。
【００４６】
　これに対して続く移動度を補正する期間では、図３及び図４に示すように、駆動信号Ｄ
Ｓを電源電圧Ｖｃｃに立ち上げた状態で、駆動信号Ｓｓｉｇを固定電圧Ｖｏｆｓに設定し
ている期間で、書込み信号ＷＳを立ち上げてトランジスタＴＲ１をオン状態に設定し、こ
れによりこの書込み信号ＷＳを立ち上げている期間Ｔｔｈ３でさらにトランジスタＴＲ２
のしきい値電圧Ｖｔｈを補正すると共に、信号レベル保持用コンデンサＣ１の両端電位を
黒階調に対応する階調電圧ＶｓｉｇＢより低い電圧に設定する（図３（Ａ）～（Ｄ）及び
図４（Ａ）～（Ｄ））。なおこれによりトランジスタＴＲ２のゲート電圧Ｖｇ及びソース
電圧Ｖｓは、それぞれ電圧Ｖｏｆｓ、電圧Ｖｏｆｓ－Ｖｔｈに設定される。なお図３及び
図４は、それぞれ有機ＥＬ素子８を黒階調、白階調により表示する場合の信号波形図であ
る。
【００４７】
　表示装置３１は、続いて駆動信号Ｓｓｉｇの信号レベルが可変基準電圧Ｖｏｆに切り換
わると、一定時間経過して書込み信号ＷＳが立ち上げられ、駆動信号Ｓｓｉｇの信号レベ
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ルが階調電圧Ｖｓｉｇに切り換わると、その後、一定時間だけ経過して書込み信号ＷＳが
立ち下げられる。表示装置３１は、この書込み信号ＷＳが立ち上げられている期間Ｔμが
、移動度を補正する期間に割り当てられる。
【００４８】
  （２）実施例の動作
　以上の構成において、この実施例の表示装置３１では（図１）、水平駆動回路３５及び
垂直駆動回路３４による信号線ＳＩＧ及び走査線ＳＣＮの駆動により順次ライン単位で表
示部３２の画素２３に信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇが設定されると共に、この設定
された信号レベルＶｓｉｇにより各画素３３の有機ＥＬ素子８が発光し（図９参照）、所
望の画像が表示部３２で表示される。
【００４９】
　すなわちこの表示装置３１では、非発光期間において、この信号レベル保持用コンデン
サＣ１の一端が信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇに設定され、発光期間において、この
信号レベル保持用コンデンサＣ１の端子間電圧によるゲートソース間電圧Ｖｇｓによって
、トランジスタＴＲ２により有機ＥＬ素子８が駆動される。これによりこの表示装置３１
では、信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇに応じた発光輝度で各画素２３の有機ＥＬ素子
８が発光する。
【００５０】
　また表示装置３１では、非発光期間において、始めに信号レベル保持用コンデンサＣ１
の両端電圧が所定の固定電圧Ｖｏｆｓ及びＶｓｓに設定された後、有機ＥＬ素子８を駆動
するトランジスタＴＲ２を介した放電により、信号レベル保持用コンデンサＣ１にトラン
ジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈが設定され（図３及び図４（図１０参照））、これに
よりトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈのばらつきによる発光輝度のばらつきが補
正される。
【００５１】
  またその後、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１をオン状態に設定して、信号レ
ベル保持用コンデンサＣ１の一端を信号線ＳＩＧに接続した状態で、トランジスタＴＲ２
により信号レベル保持用コンデンサＣ１の他端を充電し（図１０、期間Ｔμ参照）、これ
によりトランジスタＴＲ２の移動度のばらつきによる発光輝度のばらつきが補正される。
【００５２】
　表示装置３１は、この移動度のばらつき補正後に、書込み信号ＷＳによってトランジス
タＴＲ１がオフ状態に動作を切り換え、これにより信号レベル保持用コンデンサＣ１に信
号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇがホールドされ、有機ＥＬ素子８の発光輝度が設定され
る。
【００５３】
　表示装置３１は、このトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈのばらつき補正に使用
する駆動信号Ｓｓｉｇの固定電位Ｖｏｆｓが、有機ＥＬ素子８を黒階調で表示させる駆動
信号Ｓｓｉｇの階調電圧ＶｓｉｇＢより低い電圧に設定され、これによりトランジスタＴ
Ｒ２のゲート電圧Ｖｇ及びソース電圧Ｖｓは、しきい値電圧Ｖｔｈのばらつき補正を完了
した時点で、有機ＥＬ素子８を黒階調で表示させる際の対応する電圧より十分に低い電圧
に設定される（図３及び図４）。
【００５４】
　その後、表示装置３１は、信号線ＳＩＧの駆動信号Ｓｓｉｇが、黒表示に係る階調電圧
ＶｓｉｇＢより高い電圧から有機ＥＬ素子８の階調に応じて電圧が降下する可変基準電圧
Ｖｏｆ、有機ＥＬ素子８の階調に対応する電圧であり、有機ＥＬ素子８の階調に応じて電
圧が上昇する階調電圧Ｖｓｉｇに順次切り換えられ、駆動信号Ｓｓｉｇがこれら可変基準
電圧Ｖｏｆ、階調電圧Ｖｓｉｇに設定される期間で、書込み信号ＷＳによりトランジスタ
ＴＲ２がオン状態に設定されて移動度のばらつき補正処理が実行された後、階調電圧Ｖｓ
ｉｇが信号レベル保持用コンデンサＣ１の一端にホールドされて有機ＥＬ素子８の発光輝
度が設定される。
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【００５５】
　この移動度の補正処理において、表示装置３１は、黒表示に係る階調電圧ＶｓｉｇＢよ
り高い電圧から有機ＥＬ素子８の階調に応じて可変基準電圧Ｖｏｆの電圧が降下すること
から、この移動度を補正する期間Ｔμの駆動信号Ｓｓｉｇが可変基準電圧Ｖｏｆに設定さ
れている期間で、高い階調電圧Ｖｓｉｇにより有機ＥＬ素子８を高い輝度で発光させる場
合程、トランジスタＴＲ２のソース電圧である信号レベル保持用コンデンサＣ１の他端の
電圧が、低い電圧に一旦保持され、その後、階調電圧Ｖｓｉｇにより有機ＥＬ素子８の発
光輝度に対応するゲート電圧Ｖｇに応じた電圧に設定される。
【００５６】
　これによりこの実施例では、信号線の駆動信号を構成する可変基準電圧Ｖｏｆ、階調電
圧Ｖｓｉｇのダイナミックレンジに比して、格段的に大きなダイナミックレンジにより信
号レベル保持用コンデンサＣ１の端子間電圧を設定することができ、これにより信号線Ｓ
ＩＧをダイナミックレンジの小さな駆動信号で駆動して高い輝度を確保することができる
。
【００５７】
　すなわちトランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧Ｖｇｓを大きな電圧に設定する白表
示の場合には、ゲートソース間電圧Ｖｇｓを小さな電圧とする黒表示の場合に比して、信
号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子８側端の電圧が可変基準電圧Ｖｏｆにより
大きく立ち下げられた状態に保持され（図３及び図４）、この状態で信号レベル保持用コ
ンデンサＣ１の一端の電圧を階調電圧Ｖｓｉｇに設定することから、可変基準電圧Ｖｏｆ
を設けないで、固定電圧Ｖｏｆｓから直接階調電圧Ｖｓｉｇに切り換えて移動度のばらつ
き補正を実行する場合に比して、格段的に信号レベル保持用コンデンサＣ１の端子間電圧
を大きくすることができ、これにより信号線をダイナミックレンジの小さな駆動信号で駆
動して、高い輝度を確保することができる。従って可変基準電圧Ｖｏｆ、階調電圧Ｖｓｉ
ｇの出力に係るバッファ回路のダイナミックレンジを小さくして消費電力を低減し、高い
コントラストを確保することができる。
【００５８】
　具体的に、例えば黒表示する場合には（図３）、黒表示に係る階調電圧ＶｓｉｇＢより
高い電圧に可変基準電圧Ｖｏｆの電圧を設定し、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ
１をオン動作させると、トランジスタＴＲ１のゲート電圧Ｖｇが可変基準電圧Ｖｏｆに立
ち上がり、これと連動してトランジスタＴＲ１のソース電圧Ｖｓが徐々に上昇する。その
後、駆動信号Ｓｓｉｇが階調電圧Ｖｓｉｇに切り換わって黒表示に係る階調電圧Ｖｓｉｇ
Ｂに切り換わると、トランジスタＴＲ１のゲート電圧Ｖｇがこの黒表示に係る階調電圧Ｖ
ｓｉｇＢに切り換わることになる。
【００５９】
　この場合、トランジスタＴＲ１のソース電圧Ｖｓは、駆動信号Ｓｓｉｇが可変基準電圧
Ｖｏｆに設定されている期間で、又は駆動信号Ｓｓｉｇが階調電圧ＶｓｉｇＢに設定され
ている期間で、ゲート電圧Ｖｇよりしきい値電圧Ｖｔｈだけ低い電圧に上昇して電圧の上
昇が停止し、これにより信号レベル保持用のコンデンサＣ１の端子間電圧が、トランジス
タＴＲ１のしきい値電圧Ｖｔｈに設定される。これにより有機ＥＬ素子８で黒階調を表示
する場合の可変基準電圧Ｖｏｆの電圧を、階調電圧ＶｓｉｇＢより高い電圧とすることに
より、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１をオフ動作させて発光期間が開始した後
において、完全に黒を沈めることができる。なお図３の例は、駆動信号Ｓｓｉｇが階調電
圧ＶｓｉｇＢに設定されている期間で、トランジスタＴＲ１のソース電圧Ｖｓがゲート電
圧Ｖｇよりしきい値電圧Ｖｔｈだけ低い電圧に上昇して電圧の上昇が停止した例である。
また図３及び図４においては、符号Ｄにより階調電圧Ｖｓｉｇのダイナミックレンジを示
す。
                                                                                
  
【００６０】
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　これに対して白表示する場合には（図４）、可変基準電圧Ｖｏｆが、固定電圧Ｖｏｆｓ
と等しい電圧に設定され、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１をオン動作させると
、ゲート電圧Ｖｇ及びソース電圧Ｖｓは、それまでの有機ＥＬ素子８を黒階調で表示させ
る際の対応する電圧より十分に低い電圧に維持される。その後、駆動信号Ｓｓｉｇが階調
電圧Ｖｓｉｇに切り換わって白表示に係る階調電圧ＶｓｉｇＷに切り換わると、トランジ
スタＴＲ１のゲート電圧Ｖｇがこの白表示に係る階調電圧ＶｓｉｇＷに切り換わり、これ
と連動してトランジスタＴＲ１のソース電圧Ｖｓが徐々に上昇し、トランジスタＴＲ２の
移動度のばらつきを補正して信号レベル保持用コンデンサＣ１の一端に白表示に係る階調
電圧ＶｓｉｇＷがホールドされる。
【００６１】
　この有機ＥＬ素子８を白階調とする場合の可変基準電圧Ｖｏｆの電圧を、固定電圧Ｖｏ
ｆｓと等しい電圧に設定することにより、この表示装置３１では、可変基準電圧Ｖｏｆに
より十分に信号レベル保持用コンデンサＣ１の他端の電圧を立ち下げた状態で、信号レベ
ル保持用コンデンサＣ１の一端を階調電圧Ｖｓｉｇに設定することができ、これにより十
分にコントラストを増大させることができる。
【００６２】
　（３）実施例の効果
　以上の構成によれば、事前に、表示に供する階調が増大するに従って電圧が降下する可
変基準電圧により信号レベル保持用コンデンサの他端の電圧を設定した後、表示に供する
階調に対応して階調が増大するに従って電圧が増加する階調電圧を信号レベル保持用コン
デンサの一端に設定することにより、信号線をダイナミックレンジの小さな駆動信号で駆
動して、高い輝度を確保することができる。
【００６３】
　また発光素子である有機ＥＬ素子で黒階調を表示する場合の可変基準電圧の電圧を階調
電圧より高い電圧とすることにより、十分に黒表示を沈めることができる。
【００６４】
　また発光素子で白階調を表示する場合の可変基準電圧の電圧を固定電圧と等しい電圧と
することにより、十分にコントラストを増大させることができる。
【実施例２】
【００６５】
　なお上述の実施例では、１系統の駆動信号Ｓｓｉｇにより１つの信号線ＳＩＧを駆動す
る場合について述べたが、本発明はこれに限らず、１系統の駆動信号Ｓｓｉｇにより複数
の信号線を時分割で駆動する場合にも広く適用することができる。
【００６６】
　また上述の実施例では、階調電圧と同様にして可変基準電圧を生成する場合について述
べたが、本発明はこれに限らず、例えば階調電圧を所定利得で反転増幅した後、レベルシ
フトして可変基準電圧を生成する場合等、可変基準電圧の生成方法は種々の手法を適用す
ることができる。
【００６７】
　また上述の実施例では、発光素子に有機ＥＬ素子を使用する場合について述べたが、本
発明はこれに限らず、電流駆動型の各種発光素子を使用する場合に広く適用することがで
きる。
【産業上の利用可能性】
【００６８】
　本発明は、例えばポリシリコンＴＦＴを用いた有機ＥＬ素子によるアクティブマトリッ
クス型の表示装置に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の実施例１の表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１の表示装置における駆動信号の生成の説明に供するタイムチャートである。
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【図３】図１の表示装置における黒表示の説明に供するタイムチャートである。
【図４】図１の表示装置における白表示の説明に供するタイムチャートである。
【図５】従来の表示装置を示すブロック図である。
【図６】図５の表示装置を詳細に示すブロック図である。
【図７】有機ＥＬ素子の経時変化を示す特性曲線図である。
【図８】図５の構成にＮチャンネル型トランジスタを使用した場合を示すブロック図であ
る。
【図９】Ｎチャンネル型トランジスタを用いて考えられる表示装置を示すブロック図であ
る。
【図１０】図９の表示装置のタイムチャートである。
【図１１】図１０の発光期間における画素の設定を示す接続図である。
【図１２】図１１の続きを示す接続図である。
【図１３】図１２の続きを示す接続図である。
【図１４】図１３の続きを示す接続図である。
【図１５】しきい値電圧の補正の説明に供する特性曲線図である。
【図１６】図１４の続きを示す接続図である。
【図１７】図１６の続きを示す接続図である。
【図１８】移動度の補正の説明に供する特性曲線図である。
【符号の説明】
【００７０】
　１、１１、２１、３１……表示装置、２、１２、２２、３２……表示部、３、１３、２
３……画素、４、２４、３４……垂直駆動回路、２４Ａ、３４Ａ……ライトスキャン回路
、５、２５、３５……水平駆動回路、２５Ａ、３５Ａ……水平セレクタ、４２……階調電
圧生成回路、４３……可変基準電圧生成回路
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